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《南部ブロック社会教育活動事業　報告》

ふれあいボート教室

＆

ニュースポーツ体験
５月５日子どもの日，芦田川漕艇場で“ふれあいボート交流会　＆　ニュースポーツ体験”を開催し，約５０人の参加がありました。
まず，エルゴメーター（陸上でボートを漕ぐ練習機）で福山漕艇協会の方から漕ぎ方の指導を受けました。そしていよいよ乗船です。ボートがゆっくりと岸を離れていきます。「キャッチ」の掛け声に合わせて漕ぎますが，４人の息が合わないとボートはなかなか前へ進みません。慣れてくると４人のペースがそろいボートは水面を滑るように進んで行きました。
参加者からは「気持ちよかった！！また乗りたい」「普段できない体験ができてよかった！！」などの声が聞かれました。

待ち時間には，福山レクリエーション協会の方の指導でニュースポーツを楽しみました。
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《学区レポート》
杏を収穫しました！！
6月11日（木），高島小学校の全校児童（123人）が杏（あんず）の収穫を行いました。子どもたちが収穫をとおして田尻の特産の杏にふれることを目的に，高島幼稚園児や保護者・地域のボランティアの方と一緒に班に分かれて作業しました。高いところは大きなはしごに登り，手を伸ばして虫取り網で一生懸命に取っていました。

収穫した杏は軽トラックに積み込まれ，体育館に集められました。5年生17人が福山市JA田尻支店の職員の説明を受けて，出荷するもの・ジャムにするもの・まだ青いものとに選果しました。出荷できる基準は傷んでない・割れていない・青くないものです。　子どもたちは「これはどうなん？」とみんなで相談したり，大人の人に尋ねたり真剣に分けていました。

その後，6年生26人がジャム用に選果された杏をみんなで協力してジャムを作り，翌日全校でクラッカーにつけて食したそうです。地域のみなさんが育てた杏の成長を間近で見てきた子どもたちは，自分たちで収穫することの大変さや選果作業，どうやっておいしいジャムを作るか実体験できた半日でした。

後日お聞きしたところ，出荷量は２４７ｋｇもあったそうです。

南部こんなんやるＤay
南部ブロック管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

《人権啓発講座》
～子どものこんなこと

気になっていませんか～
一人遊びの好きな子…ちょっと落ち着きのない子…子どもの特徴はさまざまですが…
子どもは，正しい理解と適切な接し方のもとで安心して成長を続けていきます。

一人ひとりの子どもを大切に育てるために，子育てについて一緒に考えてみませんか？
鞆コミュニティセンター　　　　　℡９８２－１８８２
と　き　第１回　７月１７日（金）１９：３０～
　　　　できない・しないことにはわけがある
　　　　第２回　８月　７日（金）１９：３０～

　　　　得意・不得意がある子の子育てのヒント
講　師　青山　みすず　さん
　　（広島県東部幼児通園療育機関連絡協議会相談員）
※　託児あり（３日前までに連絡必要）
山手コミュニティセンター　　　　℡９５１－５６７９

と　き　第１回　７月１７日（金）１９：３０～

　　　　できない・しないことにはわけがある
　　　　第２回　８月　７日（金）１９：３０～

　　　　得意・不得意がある子の子育てのヒント
講　師　永井　智樹　さん（相談支援専門員）
※　託児あり（３日前までに連絡必要）


ボーノさんのささやき
救急車の出動件数が年々増加しています。福山地区消防組合によると，２００８年の福山市の救急車の出動件数は１６，８３３件（１日あたり４６件）で，５年間で約１０％も増えているそうです。中には「病院の場所が分からない」「待ち時間が長いので，救急車ならすぐ診てもらえる」と通報する人もいるそうです。急を要するケガや病気ではないが，便利なので利用するというような救急要請があると，本当に救急車を必要としている傷病者への対応が遅れます。
その一方で，心臓や脳の疾患の兆候があるのに救急車を呼ぶのをためらうこともあるようです。緊急性があり本当に救急車が必要な時はただちに救急車を呼びましょう。また，いざという時にあわてないよう住所・電話番号・目標となるもの，かかりつけ医や持病・常用の薬などを書いたメモを用意しておくと安心です。
一人ひとりが正しい救急車の利用を心がけることは，安心して安全な生活を送ることにつながるのではないでしょうか。
※救急告示病院・診療所については福山市のホームページに掲載されています
視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























